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題点としては被験者の急な来院時の対応が挙げられ
た。この他、月々のCRC費用の支払い・請求の負担、
待機場所の確保、入院患者への対応困難、院内システ
ムの理解等の問題点が挙げられた。
【考察】派遣CRC導入は、各施設とも増加傾向にある
といえる。被験者の急な来院時の対応の問題について
は派遣CRCへの連絡体制の整備、月々の派遣CRC
費用の支払い・請求については一括の支払い・請求を
検討する必要があると考える。今回の調査で、派遣
CRC導入のメリットや様々な問題点が明確になっ
た。医療機関にとって治験の質の確保やCRC人員不
足には、派遣CRCの導入も必要であると考える。今
後、医療機関側とSMO側と協議を行い、問題点の改善
を図っていきたい。
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【はじめに】東京医科大学病院では安全管理室を設置
して、平成13年2月5日より厚生労働省の書式に準
じた「安全管理（インシデント・アクシデント）レポー
ト」を全病院的に導入した。導入後の問題点の1つと
して医師の報告数が少ないことがあげられた。
【目的と方法】今回、医師の報告数の少ない原因を探
り、提出数を高めることを目的として、平成14年4月
から10月までに提出されたインシデントレポートの
集計結果を用いた。
【結果】調査期間の総数は2，569件（重複事例を含む）
で、事例の発生場面での報告数の多かったものは、与
薬に関する事例980件、転倒転落に関する事例406
件、チューブ・カテーテル類に関する事例378件で
あった。この内与薬に関しては内服に関する事例が
616件と多く、特に医師が関与している処方ミスが
269件あった。
【考察】報告事例の多かった与薬・内服について考えて
みると、医師の処方ミスが内容として多くみられた。
しかし、発見者である他職種からの報告が269件に対
し当事者たる医師からの報告は49件しか報告されて
いなかった。このことは医師におけるインシデント意
識の低さを物語っているものと考えられた。従って当
院では月例のリスクマネジャー会議において、リスク
マネジャー（RM）に現状の報告をし、　RMから現場
での指導を行うとともに、月例安全会議で医師からの
報告がない例を公表するように改善した。
【結論】医師のインシデントレポートの提出状況は
徐々に増加してきたが、今後はより意識を高めるため
に、RMを通じ報告のない本人に事例の提示を行い、
インシデントに対しての認識を持ってもらうように
しなければならないと考えられた。
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【目的】当センターのある八王子市内の眼科診療所と
の積極的な眼科・内科連携をめざすために、両科の連
携ならびに昨年日本糖尿病眼学会発行の糖尿病眼手
帳（以下眼手帳）に対する意識調査を行った。
【方法】八王子市内の20眼科診療所を対象にアンケー
トを依頼し、12名（男性9名、女性3名、年齢：40歳代
が最多で6名、平均臨床経験20．7±ll．0年）より回答
を得た。
【結果】《糖尿病患者の眼科・内科連携について》1）内
科からの臨床情報（血糖コントロール状況など）を得
る主な手段は、患者持参の糖尿病（健康）手帳を見る
がll名で最多、患者から直i接聞くが9名。2）内科と
の連携手段は、各種（市販品が6名、自院オリジナル
と糖尿病治療多摩懇話会作成が各4名）の診療情報
提供書を利用。3）自家用車でないと当センターに来
院困難な糖尿病患者が通院しやすい地元の眼科診療
所を選択するための八王子市内の地図を作成した場
合、自県の位置を掲載することを10施設が許可。4）
その連携用の地図を医療センター外（たとえば八王
子市医師会員）に広めることを9施設が許可。《糖尿病
眼手帳について》5）眼手帳をすでに渡していると存
在は知っていたが見たのは今回始めてが各5名、手元
にあるがまだ渡したことはないが2名。6）眼手帳を
患者に渡すことに抵抗が全くない5名、ほとんどない
6名、多少ある1名（その理由は記載する時間がない
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